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税の税の滞納整理強化月間滞納整理強化月間ですです‼‼

問合せ先問合せ先　　税務課滞納対策係（東本郷庁舎窓口⑦）☎㉕１５３０・収納係☎㉒２２１８税務課滞納対策係（東本郷庁舎窓口⑦）☎㉕１５３０・収納係☎㉒２２１８

　市税は、市民の皆さまの安心で健康的な生活を維持するためのまちづくりを支える大切な財源です。多

くの納税者の方が、決められた納期限までに納めていただいておりますが、残念ながら様々な理由で滞納

されている方もいます。

　このようなことから、県内の全市町は、納期内納付をされている方との公平性を保つため県と連携して、

11 月から 12 月までの２か月間を『滞納整理強化月間』に設定して、滞納処分の強化に取り組みます。

 滞納処分について滞納処分について 

 賀茂地方税債権整理回収協議会の取組賀茂地方税債権整理回収協議会の取組 

困ったときは早めのご相談を！困ったときは早めのご相談を！

　税務課では、督促状や催告書を送付しても応答がない場合は、財産調査を行います。納付できるにもか

かわらず納付のない滞納者に対しては、「賀茂地方税債権整理回収協議会」と連携して、差押、捜索、公売

などの滞納処分を行います。

　徴収困難な滞納者については、地方税の滞納整理の専門機関である静岡地方税滞納整理機構に移管し、

滞納処分の強化を図ります。

　平成 28 年４月から、静岡県と賀茂地域６市町で「賀茂地方税債権整理回収協議会」を設置し、市町税の

共同徴収に連携して取り組み、滞納者には財産調査、差押、捜索などの滞納処分の強化を行ってきました。

　賀茂６市町の体制で取組を続けた結果、設置後の８年間で市税全体の徴収率は 11％向上し、収入未

済額は約４億８千万円縮減しました。

　今後も引き続き、徴収体制の維持・強化に取り組んでいきます。

　市税等の滞納がある方や納期限内に納めることが困難な方は、現在の状況や今後の納付計画を税務課滞納対税務課滞納対

策係（東本郷庁舎窓口⑦）☎㉕１５３０・税務課収納係（東本郷庁舎窓口⑦）☎㉒２２１８策係（東本郷庁舎窓口⑦）☎㉕１５３０・税務課収納係（東本郷庁舎窓口⑦）☎㉒２２１８へへご相談くださいご相談ください。

11 月・12 月は、11 月・12 月は、

～納期内納付をお願いします～～納期内納付をお願いします～

　事前に、お電話で相談を希望する日時を教え
てください。

　直近３か月分の収入と支出を整理してください。

　納税（納付）の計画を立ててください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　納税計画

３つのＳＴＥＰ

督促状の発送督促状の発送 換価・配当換価・配当財産調査財産調査 財産差押財産差押

　
納期限の約 20 日後

に督促状を発送します。

　差押えた財産は、取

立てや公売により換価

（換金）し、得た代金は

滞納金に充当します。

　金融機関、勤務先、

生命保険会社などに対

し、質問及び調査を行

います。

　財産調査で判明した

財産を差押えます。

敬 老 特 集　第２弾！敬 老 特 集　第２弾！
問合せ先　福祉事務所社会福祉係（東本郷庁舎窓口⑥）☎㉒２２１６問合せ先　福祉事務所社会福祉係（東本郷庁舎窓口⑥）☎㉒２２１６

  輪投げ大会チャンピオンインタビュー 輪投げ大会チャンピオンインタビュー 

　市内には 14 の老人クラブがあり、輪投げ大会、演芸大会など、親睦を深め活動されています。6 月の輪投げ大
会では、110 人の会員が輪投げの熱戦を繰り広げられました。栄えあるチャンピオンのインタビューを掲載します。

女性の部：山梨ふじ子さん /上大沢さつきくらぶ女性の部：山梨ふじ子さん /上大沢さつきくらぶ

Ｑ．輪投げの取組について　　　　　

男性の部：田原直春さん /蓮台寺湯の華会男性の部：田原直春さん /蓮台寺湯の華会

  皆さまがお生まれになった時代のできごと皆さまがお生まれになった時代のできごと

生まれ年 今年の年齢 長寿祝い できごと

大正 13 年 100 歳 百寿（ももじゅ、ひゃくじゅ） パリオリンピック開幕

大正 14 年 99 歳 白寿（はくじゅ） 日本初のラジオ放送開始

昭和９年 90 歳 卒寿（そつじゅ） 第 1 回黒船祭開催

昭和 11 年 88 歳 米寿（べいじゅ） プロ野球初開催

昭和 19 年 80 歳 傘寿（さんじゅ） 赤十字国際委員会がノーベル平和賞を受賞

昭和 22 年 77 歳 喜寿（きじゅ） 日本国憲法施行

Ｑ．輪投げの他の楽しみは？　　　

　「コロナ禍前は、老人会も日帰り旅行やカラオケ大会があった。」という山梨さん。

畑の豊作と益々のご活躍を祈念し、味わい深い絵手紙の次回作を楽しみにしています。

　輪投げは 20 年程やっている。地
区に台が２台あり、２組に分かれ
て何回戦かやるのが楽しみ。大会
の前は、２～３日前から練習する。

　絵手紙も趣味。花や土産物を描いた
りして、毎月福祉会館に出している。
畑もやっているが、小玉スイカをハク
ビシンにやられた。

Ｑ．日々の楽しみについて　　　 Ｑ．印象に残る楽しかったことは？

　戦後日本の発展を支えてこられた長年のご苦労を感じさせない穏やかなお人

柄。益々のご活躍を祈念し、地域の発展に「楽しむ達人」のお力をお貸しください。

　数年前に誘われて始めた年 1
回の川釣り、月 1 回の草刈りと
飲み会。15 歳くらい離れた人
もいるが、地域の人たちとやれ
ることをやる。輪投げ大会は年
2 回あるといいな♪

　定年まで勤めた漁協の仕事。戦争を
経験した同僚も多く、入職当時はきつ
かったが、３、4 年我慢したらその後
は楽しかった。昔は仕事終わりのラー
メンとか色々楽しみがあった。下田に
また賑わいが増えてほしい。

  下田市シルバー人材センターからのご案内下田市シルバー人材センターからのご案内  
　下田市シルバー人材センターでは、たくさんのご長寿の方々が活躍されています。
　おおむね 60 歳以上の健康で働く意欲のある方なら、どなたでも入会いただけます。
　【お仕事紹介例】
　〇市民文化会館内又は総合福祉会館内の清掃（１時間半程度）　〇草刈作業　〇通行案内　他
　入会を希望される方は、下田市シルバー人材センター（☎ 0558-22-4222）までご連絡ください。

山梨さんの絵手紙作品

表彰式へ向かう田原さん
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第５次下田市総合計画　後期基本計画の策定を行います

　市では、令和６、７年度で、市の上位計画となる第５次下田市総合計画後期基本計画に、下田市まち・ひと・

しごと創生総合戦略（デジタル田園都市国家構想総合戦略）を一体化させた総合計画の策定を行います。

　策定は、市民アンケート調査等の実施や下田市総合計画審議会、庁内策定委員会等でご意見を伺いながら、

前期基本計画の検証を踏まえ、令和３年３月策定の基本構想に則して行います。

第５次下田市総合計画　基本構想（令和３年３月策定）

「下田を愛する、市民を始めとする幅広い人の参加により、

　　　　　　　　本市の持つ自然や歴史、文化を活用し、市民一人ひとりが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誇りを持って暮らすことのできるまちづくり」

　まちづくりの基本理念とは、本市が長期的展望のもと、計画的なまちづくりを進めるうえで、基本的な考え方を

示すものです。この基本理念や主要な課題を踏まえ、市民との協働のもと、人と人、都市部と地方の多様なつなが

りを活かす魅力と活力にあふれる未来のまちを目指して、第５次下田市総合計画のまちの将来像を定めています。

まちづくりの基本理念

時代の流れを力に　つながる下田　新しい未来

まちの将来像

〇時代の流れを力に　
　　● 今までの時代と新しい時代の流れを力にする

　　● “都会から地方へ”、“地方から世界へ”という新しい地方の時代

　　● 急速に進展する情報通信技術の活用　　　　　

　　● 地方の有する豊かな空間性等の強みや可能性を最大限に駆使

〇つながる下田
　　● 「関係人口」の創出・拡大　　　　　　　

　　● 人と地域の絆の強化

　　● 賀茂・伊豆圏域の市町との連携　　　

　　● 市民と多様な主体（民間企業、大学、ＮＰＯ等）が下田で協働

〇新しい未来
　　● 新たな暮らしのスタイルの確立や、新たな付加価値を生み出す消費・投資の促進など、これまでに

　　　 ない“新しい価値”を創出し、明るく希望の持てる未来を築く

　10 月に３種類のアンケートを行います。郵送にて行うアンケートもございますので、お手元に届

いた方はご協力をお願いいたします。

市民アンケートを実施します

問合せ先：企画課企画調整係（河内庁舎２階）☎㉒２２１２

問合せ先　企画課企画調整係（河内庁舎２階）☎㉒２２１２問合せ先　企画課企画調整係（河内庁舎２階）☎㉒２２１２

ふるさと納税で下田が元気に！ふるさと納税で下田が元気に！

 ふるさと納税とは？  ふるさと納税とは？ 
　ふるさと納税とは、「納税」といいますが、実際には市町村等への「寄
附」のことを言い、寄附を通じて地域を応援することができる制度です。
令和５年度は約４億 4,045 万円、１万 2,248 件の寄附を頂きました。

 寄附の使い道  寄附の使い道 
　夏期海岸対策協議会・黒船祭執行会の運営や市内企業の販路拡大・
創業支援、子育てや学校関係事業を始め、まちづくりのため様々なこ
とに活用しています。

 一緒に下田市を盛り上げませんか？  一緒に下田市を盛り上げませんか？ 
　昨年度新たに現地決済型ふるさと納税のシステムを取り入れ、ご参画いた
だける事業者を募集しております。10 月に説明会を実施しますので、ご興味
のある方は是非ご参加ください。
　詳細は右記ＱＲコードからご確認ください。商品のご提案も大歓迎です！

市ホームページ
ＱＲコード

＋25％＋25％
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て
い
な
い
場

合
は
、

合
は
、
7070
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
昭
和

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
昭
和

4040
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
に
限
る
）。

方
に
限
る
）。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
の
方
も
国
民
年
金
に
任
意
加

国
籍
の
方
も
国
民
年
金
に
任
意
加

～
任
意
加
入
制
度
の
ご
案
内
～

～
任
意
加
入
制
度
の
ご
案
内
～

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料

保
険
料

月
額
１
６
，
９
８
０
円
（
令
和
６

月
額
１
６
，
９
８
０
円
（
令
和
６

年
度
）

年
度
）

申
請
時
に
必
要
な
物

申
請
時
に
必
要
な
物

　

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
・

　

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
・

預
貯
金
通
帳
・
通
帳
届
出
印
鑑

預
貯
金
通
帳
・
通
帳
届
出
印
鑑

※※
6565
～～
7070
歳
に
な
る
ま
で
加
入
す

歳
に
な
る
ま
で
加
入
す

る
場
合
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
戸

る
場
合
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
戸

籍
謄
本
が
必
要
で
す
。

籍
謄
本
が
必
要
で
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

※
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

を
受
け
て
い
る
方
、
厚
生
年
金
・

を
受
け
て
い
る
方
、
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

は
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

は
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　

外
国
籍
の
方
で
も
、

　

外
国
籍
の
方
で
も
、
2020
歳
以
上

歳
以
上

6060
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
所
が

歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
場
合
、
国
民
年
金
に
加
入
し

あ
る
場
合
、
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
厚
生
年

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

方
を
除
く
）。

方
を
除
く
）。

　

加
入
手
続
は
住
民
登
録
の
あ
る

　

加
入
手
続
は
住
民
登
録
の
あ
る

市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
行
い
ま
す
。

で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
外
国
籍
の
方
が
国
民
年

　

な
お
、
外
国
籍
の
方
が
国
民
年

金
保
険
料
を
６
か
月
以
上
納
め
て
、

金
保
険
料
を
６
か
月
以
上
納
め
て
、

年
金
給
付
を
受
け
ず
に
帰
国
し
た

年
金
給
付
を
受
け
ず
に
帰
国
し
た

場
合
に
は
、
出
国
後
２
年
以
内
に

場
合
に
は
、
出
国
後
２
年
以
内
に

請
求
手
続
を
す
る
と
、
保
険
料
を

請
求
手
続
を
す
る
と
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
に
応
じ
て
脱
退
一
時

納
め
た
期
間
に
応
じ
て
脱
退
一
時

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

助
け
あ
い
、
支
え
あ
う

「年
金
」
っ
て

「年
金
」
っ
て

  

と
っ
て
も
大
事

と
っ
て
も
大
事

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
魅
力
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
が
整
っ

て
い
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
、「
や
っ
て
み
た
い
！
」

と
思
っ
た
こ
と
は
、
ど
ん
ど
ん
挑

戦
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

す
で
に
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
や

飲
食
店
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
イ
ベ

ン
ト
の
お
手
伝
い
な
ど
「
い
つ
か

や
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
た

こ
と
や
、
風
ま
ち
の
サ
ン
セ
ッ
ト

ヨ
ガ
ク
ラ
ス
の
通
訳
な
ど
、
思
い

が
け
ず
舞
い
込
ん
で
き
た
も
の
ま

で
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
機
会
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

下
田
の
人
口
は
、
船
橋
の
約

三
十
三
分
の
一
程
で
す
が
、
人
口

が
少
な
い
分
だ
け
、
地
域
の
人
た

ち
の
繋
が
り
が
強
く
、
自
分
ご
と

と
し
て
下
田
の
未
来
に
熱
い
想
い

が
あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
市
民
の
皆
さ
ま
の
声

を
聞
か
せ
て
頂
き
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
約
二
年
半
の
活
動
を
、
精
一

杯
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

問
合
せ
先

観
光
交
流
課
観
光
企
画
係

（
河
内
庁
舎
２
階
）
☎
㉒
３
９
１
３

　　

下
田
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
！

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
観
光
誘

客
促
進
部
門
と
し
て
、
５
月
よ
り

活
動
し
て
お
り
ま
す
高た

か
は
し橋
真ま

き希
で

す
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
、
千
葉
県

船
橋
市
。
こ
れ
ま
で
一
度
も
船
橋

か
ら
出
た
こ
と
が
な
い
、
生
粋
の

(

？)

元
・
千
葉
県
人
で
す
。

　

下
田
市
観
光
協
会
に
籍
を
置
き
、

観
光
に
つ
い
て
学
び
つ
つ
、
イ
ベ
ン

ト
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
新
規
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
開
発
等
を
行
な
っ

て
、
下
田
の
観
光
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
、
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
ゆ

く
ゆ
く
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
野

外
映
画
上
映
会
な
ど
、
美
し
い
海
や

山
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
地
域

全
体
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
る

企
画
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

交
流
拠
点
「
風
ま
ち
下
田
」
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
員
に
も
な
っ
て

い
て
、
地
域
住
民
の
方
々
、
下
田
を

訪
れ
た
方
々
と
、
お
話
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
、
週
に
数
回
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
に
滞
在
し

て
い
ま
す
。
交
流
拠
点
「
風
ま
ち
下

田
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
、
ほ
ぼ
毎
回

参
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
何
か
の
機

会
に
、
皆
さ
ま
に
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

移
住
を
決
め
た
き
っ
か
け
は
、

二
泊
三
日
の
研
修
で
出
会
っ
た
、

皆
さ
ま
の
優
し
さ
と
温
か
さ
に
触

れ
、
一
緒
に
下
田
を
盛
り
上
げ
た

い
！
と
思
っ
た
か
ら
で
し
た
。

　

街
中
を
歩
く
と
、
ば
っ
た
り
誰

か
に
会
う
新
鮮
さ
と
喜
び
が
積
み

重
な
り
、
小
さ
な
市
だ
か
ら
こ
そ
、

実
現
で
き
て
い
る
「
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
」
を
実
感
し
な
が
ら
、

下
田
の
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　

移
住
し
て
か
ら
生
活
は
ガ
ラ
リ
と

変
わ
り
、
と
て
も
充
実
し
て
い
て
毎

日
が
楽
し
く
、
笑
っ
て
ば
か
り
で
す
。

　

繰
り
返
し
訪
れ
る
た
く
さ
ん
の
出

会
い
と
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
新
し
い

出
会
い
に
ワ
ク
ワ
ク
し
つ
つ
、
温
か

く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
、
市
民

の
皆
さ
ま
や
下
田
市
に
、
活
動
を
通

し
て
恩
返
し
し
て
い
く
所
存
で
す
。

自
己
紹
介
と
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

地域おこし協力隊の活動報告地域おこし協力隊の活動報告

　６月に行われたあじさい祭では、同じく観　６月に行われたあじさい祭では、同じく観

光協会に配属された地域おこし協力隊の鈴木光協会に配属された地域おこし協力隊の鈴木

さんとフォトフレーム作りに挑戦しました！さんとフォトフレーム作りに挑戦しました！

移
住
の
き
っ
か
け
と

　
　
　
　
　
　
　

下
田
で
の
生
活

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
の
抱
負

問合せ先　市民保健課国保年金係（東本郷庁舎窓口③）☎㉒３９２２問合せ先　市民保健課国保年金係（東本郷庁舎窓口③）☎㉒３９２２

今年も開催！下田開港 170 周年記念事業今年も開催！下田開港 170 周年記念事業

第３回「しもだ健康川柳」大募集！第３回「しもだ健康川柳」大募集！

  募集内容募集内容  

  応募資格応募資格  
市内在住の方、市内に通勤・通学の方

  募集期間募集期間  
10 月 31 日（木）まで

  応募方法応募方法  

次の①～④いずれかの方法でご応募ください。

作品、雅号（ペンネーム）、住所、氏名（ふりがな）、今年の

健診受診の有無（無しの場合はその理由）、年齢、電話番号

※入賞の場合は住所の字名まで公表します。
※ペンネームがない場合は本名を公表します。

記入事項

①郵送（ハガキ）　※ 10 月 31 日（木）必着①郵送（ハガキ）　※ 10 月 31 日（木）必着
　送付先：〒 415-8501
　　　　　下田市東本郷一丁目５番 18 号（東本郷庁舎）
　　　　　下田市役所市民保健課　国保年金係宛

  選　　考選　　考  

〇市長賞（１名）　　　　〇下田川柳黒潮吟社賞（３名）
〇伊豆の太陽賞（３名）　〇入選（15名程度）
　・入賞者には副賞をお贈りします。
　・入賞作品の発表は、11 月中を予定しています。
　・作品は、市ホームページ、広報しもだ等で発表
　　するほか、特定健診・健康診査案内通知など市
　　の保健事業等に幅広く活用します。
　・提出された個人情報は、本事業にのみ使用します。

  注意事項注意事項  
・応募作品は返却いたしません。
・応募作品の著作権は下田市に帰属します。
・応募作品は未発表のものに限ります。

④インターネットの専用応募フォーム④インターネットの専用応募フォーム
　URL⇨ https://logoform.jp/f/NGjP0

③③ＥＥメールメール
　送信先アドレス⇨ shiminhoken@city.shimoda.lg.jp
　※メールの件名は「川柳応募」としてください。

②応募箱に投函②応募箱に投函
　設置場所：下田市役所（東本郷庁舎、河内庁舎）

⇦こちらの二次元コードか

らご応募いただけます。

健 康 下田開国
170 周年

雑 詠
（何でも OK）



防災かわら版防災かわら版
問合せ先問合せ先　　防災安全課防災係（河内庁舎２階）　☎防災安全課防災係（河内庁舎２階）　☎㊱㊱４１４５４１４５

  「南海トラフ地震臨時情報」とは？「南海トラフ地震臨時情報」とは？  

広報しもだ 2024.10 月号 - 8 -

　南海トラフ沿いの想定震源域内で大規模地震や地殻変動などの異常な現象を観測した場合には、
気象庁から以下の「臨時情報」が発表されます。

　

一
方
で
、
こ
の
間
も
条
約
交
渉

を
続
け
て
い
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン

は
、
１
８
５
５
年
の
２
月
７
日
、

日
露
和
親
条
約
を
長
楽
寺
で
締
結

し
、
目
的
を
果
た
し
ま
す
。

　

任
務
を
終
え
た
一
行
で
す
が
、

新
造
さ
れ
た
ヘ
ダ
号
だ
け
で
は
全

員
が
乗
り
切
れ
な
い
た
め
、
分
散

し
て
帰
国
の
途
に
着
き
ま
す
。
し

か
し
、帰
る
た
め
に
雇
っ
た
船
は
、

当
時
敵
対
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
に

途
中
で
拿だ

ほ捕
さ
れ
、
ヘ
ダ
号
に
乗

船
し
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
も
、
ロ
シ

ア
で
陸
路
を
何
百
キ
ロ
も
歩
き
、

よ
う
や
く
首
都
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

に
着
い
た
の
は
約
半
年
後
の
こ
と

で
し
た
。

　

波
乱
に
満
ち
た
ロ
シ
ア
の
条
約

交
渉
で
す
が
、
そ
の
舞
台
と
な
っ

た
下
田
で
は
日
本
人
と
の
交
流
も

あ
り
ま
し
た
。
安
政
東
海
地
震
の

津
波
で
被
災
し
た
ロ
シ
ア
兵
の
墓

地
が
建
て
ら
れ
た
玉
泉
寺
や
、
彼

ら
が
出
航
し
た
ロ
シ
ア
の
港
の
名

に
ち
な
ん
だ
、
ま
ど
が
浜
海
遊
公

園
の
「
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
広
場
」

な
ど
で
は
、
日
露
交
流
の
歴
史
を

今
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

企
画
課
政
策
推
進
係

（
河
内
庁
舎
２
階
）
☎
㉒
２
２
１
２

　

１
８
５
４
年
12
月
23
日
朝
、
南

海
ト
ラ
フ
の
東
側
を
震
源
と
す
る

「
安
政
東
海
地
震
」
が
発
生
し
、

下
田
を
は
じ
め
と
す
る
沿
岸
部
を

大
き
な
津
波
が
襲
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
海
に
近
い
下
田
町
内
の

被
害
は
甚
大
で
、
千
軒
近
く
あ
っ

た
住
居
の
う
ち
被
害
を
免
れ
た
の

は
わ
ず
か
数
十
軒
の
み
、
ま
た
、

了
仙
寺
の
本
堂
に
は
、
こ
の
時
流

さ
れ
て
き
た
船
が
ぶ
つ
か
っ
た
と

さ
れ
る
傷
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
の
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
も

被
害
を
受
け
死
傷
者
も
出
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、

下
田
の
町
民
の
救
助
や
救
護
へ
の

協
力
を
申
し
出
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
修
理
の
た
め
の
回
航
中

に
デ
ィ
ア
ナ
号
は
駿
河
湾
内
で
沈
没

し
ま
し
た
が
、
乗
組
員
は
救
出
さ
れ

ま
す
。
代
船
と
し
て
、
日
露
共
同
に

よ
る
日
本
初
の
洋
式
船
が
建
造
さ
れ
、

沼
津
の
戸
田
村
で
造
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、「
ヘ
ダ
号
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
開
港
と
い
う
と
ペ
リ
ー

率
い
る
ア
メ
リ
カ
と
の
条
約
交
渉

が
有
名
で
す
が
、
こ
れ
に
続
い
て

様
々
な
国
が
国
交
を
結
ぶ
べ
く
日

本
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
ロ

シ
ア
は
早
い
時
期
か
ら
条
約
交
渉

を
始
め
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
道

の
り
は
困
難
の
連
続
で
し
た
。

　

ペ
リ
ー
が
去
っ
た
わ
ず
か
数

か
月
後
、
ロ
シ
ア
公
使
で
あ
る
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
下
田
富
士
の
麓
に

あ
る
福
泉
寺
で
幕
府
の
役
人
と
会
談

を
開
始
し
ま
す
が
、
こ
の
途
中
で
大

き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。

津
波
と
デ
ィ
ア
ナ
号
の
沈
没

波
乱
の
日
露
条
約
交
渉

帰
国
へ
の
長
い
旅
路

　
　
～
　
北
の
黒
船
来
航
　
～

～ つながる・未来・グローカル ～～ つながる・未来・グローカル ～

開
国
の
カ
ケ
ラ
を
集
め
て

下
田
開
港
１
７
０
周
年
記
念
事
業

【同報無線による放送を聞き逃した皆さまへ】

同報無線放送後 24 時間以内であれば、放送内容を自動音声により確認できます（通話料金がかかります）。

電話番号　㊱３８６６

　 下田開港 170 周年記念事業

 　Ｓｅａ　＆　Ｒａｉｎｂｏｗ　ｗｅ　ａｒｅ　ＳｈｉｍｏｄａｋｉｄｓＳｅａ　＆　Ｒａｉｎｂｏｗ　ｗｅ　ａｒｅ　Ｓｈｉｍｏｄａｋｉｄｓ
　子ども達が気軽にスポーツ・文化活動にふれあい、興味を持てるよう、まどが浜海遊公園を利用し、

習い事の団体が集まって、日頃の練習の成果を発表します。習い事によっては体験会も行われます。

地元屋台も並ぶので、芝生で１日くつろぎながら親子で参加することができます。

日　時　10 月 26 日（土）10 時 30 分～ 15 時　

　　　　※雨天順延（27 日（日）※ 27 日が雨天の場合は中止）

場　所　まどが浜海遊公園

駐車場　まどが浜海遊公園駐車場・安田造船所臨時駐車場

　　　　※駐車台数には限りがあります。

問合せ先　生涯学習課社会教育係（中央公民館）☎㉓５０５５

詳細は、右記 QR コードから市ホームページをご覧ください。

発表内容発表内容 発表条件発表条件

調査中調査中
・観測された異常な現象が、南海トラフ沿いの大規模な地震と関連するかどうか調

査を開始した場合、又は調査を継続している場合

巨大地震警戒巨大地震警戒
・南海トラフ沿いの想定震源域内のプレート境界において、M8.0 以上の地震が発

生したと評価した場合

巨大地震注意巨大地震注意

・南海トラフ地震の想定震源域内のプレート境界において、M7.0 以上、M8.0 未
満の地震が発生したと評価した場合

・想定震源域のプレート境界以外や、想定震源域の海溝軸外側 50km 程度までの範
囲で M7.0 以上の地震が発生したと評価した場合

・ひずみ計などで有意な変化として捉えられる、短い時間にプレート境界の固着状態
が明らかに変化しているような、通常とは異なるゆっくりすべりが観測された場合

調査終了調査終了 ・巨大地震警戒、巨大地震注意のいずれにも当てはまらない現象と評価した場合

 「南海トラフ地震臨時情報」が発表されたらどうするの？  「南海トラフ地震臨時情報」が発表されたらどうするの？ 

地震発生から

５～ 30 分後

地震発生から

最短２時間後

（最短）
２時間程度～

１週間

２週間

気象庁が南海トラフの想定震源域等で異常な現象を観測
　　　　　　　　⇒　個々の状況に応じて避難などの防災対応を準備・開始

気象庁が「南海トラフ地震臨時情報（調査中）」を発表

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震警戒）（巨大地震警戒）

巨大地震警戒対応巨大地震警戒対応

地震発生後では間に合わ
ない可能性がある住民（要

配慮者等）は事前避難

巨大地震注意対応巨大地震注意対応

地震への備えを再確認
（必要に応じて自主避難）

大規模地震の発生に備え、注意をしながら日常生活を送る

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震注意）（巨大地震注意）

巨大地震注意対応巨大地震注意対応

・地震への備えを再確認
必要に応じて自主避難

・すぐ逃げられるよう非
常食等を玄関に用意

・寝るときは枕元に履き
なれた靴を用意

南海トラフ地震臨時情報
（調査終了）（調査終了）
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市ホームページ
ＱＲコード

津波に襲われる下田湾(モジャイスキー画)

（ロシア海軍中央博物館所蔵）

～ つながる・未来・グローカル ～～ つながる・未来・グローカル ～
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７
月

　

７
月
3030
日
付
け
で
副
市
長
に
就

日
付
け
で
副
市
長
に
就

任
し
ま
し
た

任
し
ま
し
た
高高こ

う

の

こ

う

の野野
茂茂し

げ
あ
き

し
げ
あ
き章章

で
す
。
昭

で
す
。
昭

和和
6262
年
か
ら
下
田
市
の
技
術
職
と

年
か
ら
下
田
市
の
技
術
職
と

し
て
し
て
3737
年
間
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

年
間
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　　

市
役
所
勤
務
で
一
番
強
烈
な
出

市
役
所
勤
務
で
一
番
強
烈
な
出

来
事
は
、
平
成
３
年
９
月

来
事
は
、
平
成
３
年
９
月
1010
日
の
集

日
の
集

中
豪
雨
で
す
。
そ
の
日
、
庁
舎
の
あ

中
豪
雨
で
す
。
そ
の
日
、
庁
舎
の
あ

る
東
本
郷
で
は
、
午
前
中
は
雨
が
降

る
東
本
郷
で
は
、
午
前
中
は
雨
が
降

り
ま
し
た
が
、
午
後
は
晴
れ
て
い
ま

り
ま
し
た
が
、
午
後
は
晴
れ
て
い
ま

し
た
。

し
た
。
1313
時
過
ぎ
、
建
設
課
の
職
員

時
過
ぎ
、
建
設
課
の
職
員

だ
っ
た
私
は
、
河
内
の
方
か
ら
凄
い

だ
っ
た
私
は
、
河
内
の
方
か
ら
凄
い

雨
だ
と
電
話
を
受
け
ま
し
た
。
現
場

雨
だ
と
電
話
を
受
け
ま
し
た
。
現
場

へ
駆
け
つ
け
る
と
、
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ

へ
駆
け
つ
け
る
と
、
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ

く
り
返
し
た
よ
う
な
雨
が
降
っ
て
い

く
り
返
し
た
よ
う
な
雨
が
降
っ
て
い

ま
し
た
。
直
ち
に
避
難
す
る
よ
う
促

ま
し
た
。
直
ち
に
避
難
す
る
よ
う
促

し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
次
々
と
浸
水

し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
次
々
と
浸
水

の
連
絡
が
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ほ

の
連
絡
が
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
の
道
路
が
冠
水
し
、
現
場
に

と
ん
ど
の
道
路
が
冠
水
し
、
現
場
に

な
か
な
か
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き

な
か
な
か
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

中
で
も
落
合
地
区
は
特
に
大
き

　

中
で
も
落
合
地
区
は
特
に
大
き

な
被
害
を
被
り
、
４
名
の
方
が
犠

な
被
害
を
被
り
、
４
名
の
方
が
犠

牲
と
な
り
ま
し
た
。

牲
と
な
り
ま
し
た
。

　　

志
戸
橋
が
落
橋
し
た
た
め
、
南
伊

志
戸
橋
が
落
橋
し
た
た
め
、
南
伊

豆
か
ら
松
崎
経
由
で
現
場
に
行
き
ま

豆
か
ら
松
崎
経
由
で
現
場
に
行
き
ま

し
た
。
民
家
は
つ
ぶ
れ
、
多
数
の
土

し
た
。
民
家
は
つ
ぶ
れ
、
多
数
の
土

砂
崩
れ
、
車
は

砂
崩
れ
、
車
は
1010
台
ほ
ど
逆
さ
ま
の

台
ほ
ど
逆
さ
ま
の

状
態
で
流
さ
れ
、
線
路
は
よ
じ
れ
る

状
態
で
流
さ
れ
、
線
路
は
よ
じ
れ
る

な
ど
、
凄
惨
な
状
況
で
し
た
。

な
ど
、
凄
惨
な
状
況
で
し
た
。

こ
ん
に
ち
は
、
副
市
長
で
す

　　

「

就

任

の

あ

い

さ

つ

」

「

就

任

の

あ

い

さ

つ

」　　
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私
は
落
合
地
区
の
復
旧
担
当
と

私
は
落
合
地
区
の
復
旧
担
当
と

な
り
、
毎
晩
深
夜
ま
で
の
残
業
で
と

な
り
、
毎
晩
深
夜
ま
で
の
残
業
で
と

て
も
辛
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

て
も
辛
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
の
時
に
上
司
か
ら
言
わ
れ

ま
す
。
そ
の
時
に
上
司
か
ら
言
わ
れ

た
言
葉
は
、
今
も
胸
に
残
っ
て
い
ま

た
言
葉
は
、
今
も
胸
に
残
っ
て
い
ま

す
。「
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
ら
、

す
。「
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
ら
、

自
分
の
家
や
家
族
が
被
災
し
て
も
、

自
分
の
家
や
家
族
が
被
災
し
て
も
、

市
全
体
の
復
旧
業
務
を
優
先
し
な

市
全
体
の
復
旧
業
務
を
優
先
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
の
事
は

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分
の
事
は

後
回
し
に
し
ろ
。」
公
務
員
は
全
体

後
回
し
に
し
ろ
。」
公
務
員
は
全
体

の
奉
仕
者
と
言
わ
れ
る
由
縁
で
あ

の
奉
仕
者
と
言
わ
れ
る
由
縁
で
あ

る
と
感
じ
た
言
葉
で
し
た
。

る
と
感
じ
た
言
葉
で
し
た
。

　　

現
在
は
大
き
な
災
害
を
経
験
し

現
在
は
大
き
な
災
害
を
経
験
し

て
い
る
職
員
が
少
な
い
た
め
、
ま
ず

て
い
る
職
員
が
少
な
い
た
め
、
ま
ず

は
防
災
意
識
の
啓
発
向
上
に
力
を
入

は
防
災
意
識
の
啓
発
向
上
に
力
を
入

れ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
災

れ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
災

害
に
よ
る
悲
劇
が
起
き
な
い
こ
と
を

害
に
よ
る
悲
劇
が
起
き
な
い
こ
と
を

目
指
し
て
、
市
は
「
攻
め
の
防
災
」

目
指
し
て
、
市
は
「
攻
め
の
防
災
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
の
避
難

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
の
避
難

計
画
、
避
難
所
の
環
境
改
善
、
備
蓄

計
画
、
避
難
所
の
環
境
改
善
、
備
蓄

品
の
充
実
や
住
宅
の
耐
震
改
修
等
、

品
の
充
実
や
住
宅
の
耐
震
改
修
等
、

山
積
し
て
い
る
課
題
に
対
し
着
実
に

山
積
し
て
い
る
課
題
に
対
し
着
実
に

実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

こ
れ
ま
で
の
経
験
と
知
識
を
生
か

こ
れ
ま
で
の
経
験
と
知
識
を
生
か

し
、
職
員
と
力
を
合
わ
せ
て
全
力
で

し
、
職
員
と
力
を
合
わ
せ
て
全
力
で

取
組
み
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
愛
着
と

取
組
み
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
愛
着
と

誇
り
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

誇
り
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

市
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

８/30　インターン生による発表　

　８月 19 日～ 30 日の２週間、東京農業大学地域環

境科学部造園科学科２年生の黒
く ろ だ

田陽
は る き

希さんがイン

ターンシップを行いました。景観行政やまちづくり

について学び、最終日に自身の考えを発表しました。

９月の
できごと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７日　 下田をきれいにする日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７日　 これば！スペシャル　フラワービートの音楽会
　　　　       10 日　 下水道の日　　

      　 　12 日　　　　　 寿大学

　   　 　　　　　　　　　　　　　　　20 日 -29 日　日露歴史パネル展

　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26 日　　　　　 夕暮れ時から夜間の交通安全街頭広報

９/２　アジア２位！馬場心選手　

　下田中学校サーフィン部の馬
ば ば

場心
こころ

さん（３年生）が、

ＡＳＦ（アジアサーフィンチャンピオンシップ）モルディ

ブ大会にて、日本代表選手として出場し、U18ガールズ

クラスにて、２位という優秀な成績を収められました！

９/14‐15　フラダンスと海水浴の祭典　

　アロハシャワー 2024 が、吉佐美大浜にて開催され

ました。フラダンスのビーチステージ発表の他、参加

型マリンアクティビティ、大露店市などイベントが盛

り沢山あり、下田のアフターサマーを盛り上げました。

９/４　下田市スポーツ祭総合開会式

　下田市スポーツ祭総合開会式が市民文化会館にて開催さ

れました。今年度は体育協会加盟12団体による大会が市

内各所で行われます。また、本開会式に合わせ、体育協会

が功労者や優秀選手等を表彰し、その功績を称えました。

９/20　認知症サポーター養成講座　

　認知症の人や家族が安心して暮らし続けることので

きる地域づくりを推進するため、認知症に関する正し

い知識を持ち、地域や職場において、認知症の人や家

族を支援する認知症サポーター養成講座を行いました。

９/20　秋の全国交通安全運動早朝一斉街頭指導　

　『秋の全国交通安全運動』が 21 日から 30 日までの

10 日間にわたり開催されました。それに先立ち、20

日早朝に交通安全関係団体による街頭指導が行われ、

のぼり旗でドライバーに注意啓発を行いました。

問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

救 命 講 習

１日(金)　敷根公園で遊ぼう　９時30分～11時　

２日(土)　開館日

６日(水)　めだかルーム　９時～11時30分

８日(金)　下田認定こども園交流　10時～11時

11日(月)　体育館で遊ぼう　９時30分～11時

13日(水)　おやつ体験　14時30分～15時30分

14日(木)　下田図書館職員による読み聞かせ　10時30分～

16日(土)　開館日

18日(月)　体操教室　10時～11時

20日(水)　給食体験　10時30分～12時

22日(金)　わくわくタイム　

25日(月)　発育測定・育児相談　９時～11時　

　　　　　保健師・栄養士来所

27日(水)　誕生会　10時30分～

29日(金)　敷根公園で遊ぼう　９時30分～11時

※予定は変更になる場合があります。

詳細は子育て支援センターまでお問い合わせください。

　さわやかな風が吹き、過ごしやすい季節になって

きました。子育て支援センターでは、まどが浜海遊公

園での「おでかけ広場」や、年齢別ルームでは敷根公

園の散策を予定しています。自然の中で一緒に外遊び

を楽しみましょう。また、“読書の秋”でもあります。

支援センターにもたくさんの絵本があり貸し出しを

行っています。お子さんの好きな絵本を一緒に楽しん

でみてはいかがですか。ぜひ遊びに来てくださいね。

み ん な で 手 遊 び

誕 生 会 赤ちゃんがきたよ！
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ぜひご利用ください

下田市メール配信サービス

Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

住民票、戸籍などの交付手数料

コンビニ交付で100円お得！

下
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

日
時

11
月
７
日
（
木
）
13
時
～
16
時

場
所　

市
役
所
河
内
庁
舎

対
象

原
則
、
賀
茂
郡
の
住
民
で
、
が
ん

に
関
す
る
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

内
容

医
師
等
に
よ
る
が
ん
に
関
す
る
疑

問
や
不
安
、
悩
み
の
相
談

申
込
方
法
（
先
着
４
組
）

左
記
予
約
専
用
ダ
イ
ア
ル
へ
の
電
話　

 

☎
０
５
５-

９
８
９-

５
３
９
２

受
付
期
間

10
月
15
日(

火)

～
29
日(

火)

ま
で

問
合
せ
先

静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
よ
ろ
ず
相
談

 

☎
０
５
５-

９
８
９-

５
７
１
０

　

ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
、
労

働
相
談
を
お
受
け
す
る
と
と
も
に
、

弁
護
士
相
談
や
県
労
働
委
員
会
の

あ
っ
せ
ん
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

場
所

東
部
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

月
～
金　

９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

相
談
料　

無
料
（
秘
密
厳
守
）

問
合
せ
先

静
岡
県
東
部
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

中
小
企
業
労
働
相
談
所

☎
０
５
５-

９
５
１-

９
１
４
４

日
時

10
月
18
日(

金)

10
時
～
15
時

場
所

道
の
駅
開
国
下
田
み
な
と
４
階
会
議
室
１

内
容

行
政
関
係
に
提
出
す
る
書
類
、
遺
産

分
割
協
議
、
農
地
転
用
、
車
両
関
係

登
録
、
外
国
人
に
関
す
る
手
続
き
等

問
合
せ
先

行
政
書
士　

野
口　

弘
宣

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉗
１
４
４
６

内
容

①
遺
言
・
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管

制
度
に
関
す
る
講
演

②
相
続
・
遺
言
に
関
す
る
相
談

日
程　

11
月
15
日
（
金
）

講
演
会　

13
時
～
15
時（
定
員
20
名
）

相
談
会

15
時
15
分
～
17
時
15
分
（
定
員
８
組
）

場
所　

静
岡
地
方
法
務
局
下
田
支
局
３
階

参
加
費　

無
料
（
事
前
予
約
制
）

申
込
期
間

10
月
15
日（
火
）～
11
月
８
日
（
金
）

申
込
・
問
合
せ
先

静
岡
地
方
法
務
局
下
田
支
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
０
５
３
４

　

10
月
第
４
金
曜
日
夜
間
と
土
曜

日
午
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

窓
口
延
長
日
及
び
時
間

10
月
25
日(

金)

17
時
15
分
～
19
時
30
分

10
月
26
日(

土)

９
時
～
12
時

持
ち
物

・
郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
（
交
付
の
方
の
み
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
、

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

保
険
証
等
は
２
点)

窓
口
の
場
所

市
役
所
（
東
本
郷
庁
舎
１
階
）

市
民
保
健
課
市
民
係
（
窓
口
②
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
５
５
１

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
市
民
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

　 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

   
   　　

  　
　
　
　

　
　
　
　

    

窓
口
延
長

窓
口
延
長

令
和
６
年

令
和
６
年
1010
月
分
か
ら

月
分
か
ら

　

児
童
手
当
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

児
童
手
当
制
度
が
変
わ
り
ま
す

よ
っ
て
12
月
に
支
給
で
き
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

最
終
期
限
で
あ
る
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
の
申
請
分
は
、
審
査

後
、
原
則
２
か
月
後
の
最
初
の
偶

数
月
の
支
給
日
に
、
令
和
６
年
10

月
分
か
ら
の
手
当
を
ま
と
め
て
支

給
予
定
で
す
。
最
終
期
限
を
過
ぎ

た
場
合
は
遡
及
し
て
の
支
給
は
で

き
ま
せ
ん
。

申
請
が
不
要
な
方

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て

お
り
、
中
学
生
以
下
の
子
を
養
育

し
て
い
る
方

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
⑥
）
☎
㉒
２
２
１
６

日
時
（
受
付
時
間
）

10
月
10
日
（
木
）

①
10
時
30
分
～
12
時

②
13
時
30
分
～
16
時

場
所

①
下
田
警
察
署

②
静
岡
県
下
田
総
合
庁
舎

そ
の
他

　

都
合
に
よ
り
、
日
時
等
が
変
更

に
な
る
場
合
に
は
、
市
民
メ
ー
ル

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
⑥
）
☎
㉒
２
２
１
６

主
な
改
正
内
容

・
所
得
制
限
の
撤
廃

・
支
給
対
象
期
間
を
高
校
生
年
代

ま
で
延
長

・
多
子
加
算(

第
３
子
以
降)

の

増
額
お
よ
び
算
定
対
象
の
拡
充

・
支
給
月
が
年
６
回(

偶
数
月)

に
変
更

申
請
が
必
要
な
方

・
所
得
上
限
額
以
上
の
た
め
、

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
方
や
、
こ
れ
ま
で
申
請
を

さ
れ
た
事
が
な
い
方

・
中
学
生
以
下
の
子
を
養
育
し
て

お
ら
ず
、
高
校
生
年
代
の
子
を

養
育
し
て
い
る
方

・
大
学
生
年
代
の
子
を
含
め
て
３

人
以
上
の
子
を
養
育
し
て
い

る
方

※
申
請
者
（
父
母
等
の
う
ち
所
得

が
高
い
方)

が
市
外
に
住
民
登

録
し
て
い
る
場
合
、
住
民
登
録

地
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
独
立
行
政
法

人
に
お
勤
め
な
ど
、
公
務
員
で

あ
っ
て
も
勤
務
先
か
ら
児
童
手

当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
は
、

市
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
つ
い
て

　

10
月
31
日
ま
で
の
申
請
は
、
審

査
後
、
12
月
に
支
給
予
定
で
す
。

　

書
類
不
備
や
申
請
時
期
等
に

　

市
及
び
観
光
協
会
で
は
、「
下

田
の
観
光
」
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、「
下
田
お
も
て
な
し

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
内
観
光
施
設
を
実
際
に
見
学

し
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な

か
っ
た
下
田
の
魅
力
を
再
認
識
し

て
、
訪
れ
た
方
に
紹
介
で
き
る
よ

う
な
研
修
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
25
日
（
金
）
８
時
30
分
集
合

（
17
時
15
分
頃
ま
で
を
予
定
）

場
所

道
の
駅
開
国
下
田
み
な
と
４
階
会
議
室
２

内
容

　

講
話
及
び
市
内
観
光
施
設
等
見

学
と
な
り
ま
す
。　

（
見
学
場
所
は
変
更
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
）

参
加
費　

無
料

※
昼
食
は
各
自
負
担
。
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
加
盟
店
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　

15
人（
事
前
予
約
制
）

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
期
限　

10
月
16
日
（
水
）

申
込
・
問
合
せ
先　

観
光
交
流
課
観
光
企
画
係

（
河
内
庁
舎
２
階
）
☎
㉒
３
９
１
３

下
田
お
も
て
な
し
プ
ロ
グ
ラ
ム

下
田
お
も
て
な
し
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

職
場
で
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

職
場
で
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

遺
言
・
相
続
講
演
会
＆
相
談
会

遺
言
・
相
続
講
演
会
＆
相
談
会

～
遺
言
・
相
続
に
つ
い
て

～
遺
言
・
相
続
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

学
び
ま
せ
ん
か
～

　
　
　
　
　
　

学
び
ま
せ
ん
か
～

　

10
月
中
旬
か
ら
12
月
中
旬
に
か

け
て
東
本
郷
、
西
本
郷
、
中
、
高

馬
地
区
に
て
水
道
管
の
漏
水
調
査

を
行
い
ま
す
。

　

市
よ
り
委
託
を
受
け
た
調
査
会

社
が
、
戸
別
に
訪
問
し
、
漏
水
調

査
を
行
い
ま
す
。
又
、
夜
間
、
道

路
に
埋
設
さ
れ
た
水
道
管
の
路
面

音
聴
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
員
は
市
の
腕
章
と
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先

上
下
水
道
課
工
務
係

（
落
合
浄
水
場
）
☎
㉒
１
２
０
０

対
象　

15
歳
～
49
歳
で
無
職
の
人

日
時

11
月
11
日
（
月
）
、
１
月
20
日
（
月
）

10
時
30
分
～
16
時

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
田

参
加
費　

無
料

内
容　

　

就
職
活
動
に
つ
い
て
の
相
談
や

セ
ミ
ナ
ー
、
適
職
診
断
等
を
行
い
、

個
別
に
就
職
を
応
援
し
ま
す
。
申

込
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
へ
。

問
合
せ
先

し
ず
お
か
東
部

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

 

☎
０
５
５-

９
４
３-

６
６
４
１

サ
ポ
ス
テ
個
別
就
労
相
談

サ
ポ
ス
テ
個
別
就
労
相
談

水
道
管
漏
水
調
査
の
お
知
ら
せ

水
道
管
漏
水
調
査
の
お
知
ら
せ

（広告）

下田ひまわり基金法律事務所下田ひまわり基金法律事務所

弁護士　三森　祐二郎弁護士　三森　祐二郎
下田市東本郷２丁目９番 15 号

伊豆新聞社ビル３階

ＴＥＬ：0558-25-2131

まずは、お電話でご相談の予約をお願いします。

法律問題の解決に困ったら、

独りで悩まずに弁護士へご相談ください。

出
張
が
ん
よ
ろ
ず
相
談

出
張
が
ん
よ
ろ
ず
相
談

改正前 改正後

所得制限

制限 1：特例給付
※受給者の年収が一定の年収以上の場合
制限 2：支給なし
※受給者の年収が制限１以上の年収の場合

所得制限なし（一律支給）

支給対象児童 15 歳に達した最初の年度末まで 18 歳に達した最初の年度末まで

手当月額

【3 歳未満】一律 15,000 円
【3 歳～小学生】第 1・2 子：10,000 円
第 3 子以降：15,000 円

【中学生】一律 10,000 円
【特例給付】一律 5,000 円

【3 歳未満】第 1・2 子：15,000 円
第 3 子以降：30,000 円

【3 歳～高校生】第 1・2 子：10,000 円
第 3 子以降：30,000 円

多子加算のカウント方法 18 歳に達した最初の年度末までの子を含める
22 歳に達した最初の年度末までの子を含める

（親等に経済的負担等がある場合に限る）

支払回数 年 3 回　6 月、10 月、2 月
各前月までの 4 ヵ月分を支給

年 6 回　偶数月
各前月までの 2 ヵ月分を支給

無
料
相
談
会
実
施
の
お
知
ら
せ

無
料
相
談
会
実
施
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
県
内
に
お
け
る
狩
猟

期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
及
び
ニ
ホ
ン
ジ
カ

11
月
１
日
（
金
）
～
３
月
15
日
（
土
）

そ
の
他
の
狩
猟
鳥
獣

11
月
15
日
（
金
）
～
２
月
15
日
（
土
）

　

こ
の
期
間
中
、「
わ
な
」
「
猟
銃
」

「
網
」
を
使
用
し
た
狩
猟
が
行
わ

れ
ま
す
。
山
林
に
入
ら
れ
る
方
は
、

次
の
こ
と
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

・
狩
猟
者
が
視
認
し
や
す
い
よ
う
、

目
立
つ
色
の
服
装
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
白
色
は

シ
カ
の
お
尻
と
同
色
の
た
め
、

狩
猟
者
に
誤
認
さ
れ
危
険
で
す
。

・
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
が
鳴
る
も

の
を
携
帯
し
た
り
、
声
を
出
し

て
歩
く
な
ど
、
周
囲
に
知
ら
せ

る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

・
獣
道
に
は
「
わ
な
」
が
設
置
さ

れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
山
道
か
ら
奥
に
は
入
ら
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
わ
な
」
の
設
置
場
所
付
近
に
は
、

設
置
者
の
氏
名
等
が
記
載
さ
れ

た
標
識
が
あ
り
ま
す
。
近
づ
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

県
自
然
保
護
課

 

☎
０
５
４-

２
２
１-

２
７
１
９

山
林
で
作
業
や

山
林
で
作
業
や

　
　

ハ
イ
キ
ン
グ
を
さ
れ
る
方
へ

　
　

ハ
イ
キ
ン
グ
を
さ
れ
る
方
へ

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

様
々
な
悩
み
の
解
決
や
、
行
政
に

対
す
る
苦
情
解
決
の
促
進
の
一
助

と
し
て
、
市
民
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

日
時　

毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日

10
時
～
15
時

（
相
談
１
件
に
つ
き
１
時
間
以
内
）

問
合
せ
先　

市
民
保
健
課
市
民
係

（
東
本
郷
庁
舎
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

10 月の納税
納期は10月 31日（木）

市・県民税　３期

国民健康保険税　 ６期

後期高齢者医療保険料　３期

介護保険料    　 ４期

 ※納期内に納めましょう

※納税は便利な口座振替で

９
月
・

９
月
・
1010
月
は
月
は

　
　
　
「
行
政
相
談
月
間
」
で
す

　
　
　
「
行
政
相
談
月
間
」
で
す



一
丁
目　

土つ

ち

や屋
美み

ち

よ

千
代　

７　

81

　

〃　
　

西に

し

だ田　

修
し
ゅ
う
ぞ
う

造　

３　

84

二
丁
目　

 

方ほ
う　

 

得と
く
た
つ龍　

１　

78

　

〃　
　

臼う

す

い井
啓け

い
た
ろ
う

太
郎　

１　

74

六
丁
目　

鈴す

ず

き木　

 

實
み
の
る  

14　

95

東
本
郷　

土つ

ち

や屋
喜き

み

こ

美
子　

２　

95

河　

内　

清し

み

ず水　

利と

し

お男　

８　

87

横　

川　

渡わ
た
な
べ邉　

清き

よ

え江　

12　

92

吉
佐
美　

津つ

だ田　

清き
よ
か
ず和　

２　

76

　

〃　
　

河か

わ

い井　

て
ご　

９　

96

大
賀
茂　

高こ

う

の野
な
ほ
ゑ　

8/31　

90

　

〃　
　

山や
ま
も
と本　

 

學
ま
な
ぶ  

８　

85

田　

牛　

渡わ
た
な
べ邉　

靖や

す

し史　

７　

66

武
ガ
浜　

土つ

ち

や屋　

静し

ず

え江　

8/31　

103

須　

崎　

岸き

し

だ田
美み

ち

よ

千
代　

２　

92

白　

浜　

藤ふ

じ

い井　

公き
み
ゆ
き行　

６　

86

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

広報しもだ 2024.10 月号 - 14 -- 15 - 広報しもだ 2024.10 月号

８
月
16
日
か
ら
９
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

８
月
届

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

一
丁
目　

市い
ち
む
ら村　

詠え

の音　

太
貴

大
賀
茂　

植う

え

だ田　

健け
ん
せ
い誠　

泰
輔

白　

浜　

金か
な
ざ
し指

旺お
う
し
ろ
う

志
郎　

優
太

謹
ん
で

８
月
届

地 

区 
 

氏 

名  

死
亡
日  

年
齢

二
丁
目　

真ま

の野　

尚た

か

え江　

25　

83

　

〃　
　

服は
っ
と
り部　

勝か
つ
ひ
こ彦　

21　

80

　

〃　
　

鈴す

ず

き木　

正ま
さ
ひ
ろ廣　

20　

69

旧
岡
方
村　

山や
ま
も
と本　

成し

げ

と人　

21　

69

六
丁
目　

稲い

な

ば葉　

國く
に
い
ち一　

15　

74

西　

中　

中な
か
が
わ川　

宮み

や

こ子　

21　

102

須　

原　

土つ

ち

や屋　

和か

ず

と人　

17　

37

大
賀
茂　

稲い

な

ば葉　

長
ち
ょ
う
き
ち

佶　

23　

86

田　

牛　

横よ
こ
や
ま山　

良り
ょ
う
こ子　

29　

91

　

〃　
　

渡わ
た
な
べ邉　

利と

し

え江　

27　

75

須　

崎　

渡わ
た
な
べ辺　

花は

な

こ子　

16　

101

９
月
届

一
丁
目　

菊き

く

ち池　

順じ
ゅ
ん
じ司　

５　

92

人のうごき
    住民登録人口 ９月１日 増減

男　   ９，３７９　　　　－１７

女 　１０，０２６　　　　－２０

計 　１９，４０５　　　　－３７ 

  　　世帯数　  １０，３９０

　　　出　生  　５　　 転　入　　４４

　　　死　亡  ３５　　 転　出　　５１

謹
ん
で

　
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に

　一般書　書名一般書　書名 著者名著者名

フェイク・マッスル 日野 瑛太郎 /著

イッツ・ダ・ボム 井上 先斗 /著

迷惑な終活 内館 牧子 /著

リミックス　
神奈川県警少年捜査課

今野 敏 /著

伊豆仏に出逢う 上原美術館/発行

児童書　書名児童書　書名 著者名著者名

こどものためのもしも
マニュアル

佐藤 健 /監修

見つけ屋とお知らせ屋 廣嶋 玲子 /作

パンどろぼうとりんご
かめん

柴田 ケイコ /作

ならんでいる 五味 太郎 /作

ぼくたちのことをわすれ
ないで

由美村 嬉々 /作
鈴木 まもる /絵

図書館だより 10 月号

トイレからはじめる

防災ハンドブック

加藤 篤／著

学芸出版社／発行

　災害時のトイレ対策は行っていますか？

災害とトイレについての基本知識や、今す

ぐ実践したい備え、避難所生活での工夫な

どについてわかりやすく解説しています。

図書案内

10 日 (木 ) ファーストブック 

17日 (木 ) ひよこサロン【移動図書館】

26日 (土 ) Sea＆ Rainbow【移動図書館】

30日 (水 ) 朝日小学校おはなし会

図書館カレンダー

　▶特集コーナー

　　秋の読書週間特集

　▶ミニミニあーとぎゃらりー

　　「ちぎり絵」原 成治さん

今月の展示

図書館ニュース

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

７・８月　浜崎小学校６年生　

　　　　　おすすめ本のＰＯＰ展示

　夏休み期間中、浜崎小学校６年生の皆さんに、

おすすめ本のＰＯＰを展示していただきました。

　その本が読みたくなる、素晴らしいＰＯＰが

勢揃いで、多くの貸出に繋がりました。

11 月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所
11月７日
（木）

年金相談 どなたでも
（要予約）

11：00 ～ 16：00

市役所（河内）
多目的室11月 12 日

（火）

２歳児
健康相談

Ｒ４年
10 月生

８：50 ～９：50
２歳６か月
児健康相談

Ｒ４年
４月生

11月 13 日
（水）

法律相談
どなたでも
（要予約）

９：30～ 12：00
市役所（東本郷）
小会議室１

市民相談 10：00 ～ 15：00
市役所（東本郷）
小会議室３

11月26日
（火）

交通事故相談
どなたでも
（要予約）

13：00 ～ 15：30
市役所（河内）
会議室１-Ａ

11月27日
（水）

市民相談
どなたでも
（要予約）

10：00 ～ 15：00
市役所（東本郷）
小会議室３

人権相談 どなたでも
（予約不要）

10：00 ～ 14：00
市民文化会館
小会議室２

問合せ先一覧

市民相談：

法律相談：

年金相談：市民保健課国保年金係（東本郷庁舎窓口③）☎㉒３９２２

健康相談：市民保健課健康づくり係（東本郷庁舎窓口⑤）☎㉒２２１７

人権相談：福祉事務所社会福祉係（東本郷庁舎窓口⑥）☎㉒２２１６

交通事故相談：防災安全課消防安全係（河内庁舎２階）☎㊱４１４５

乳幼児健康診査
相談日 内容 対象 時間 場所

11月28日
（木）

１歳６か月
児健診

Ｒ５年２月１日～
Ｒ５年３月31日生 12：50

～14：00

市役所（河内）

多目的室
３歳児健診 Ｒ３年９月１日～

Ｒ３年10月 31日生

水道当番工事店　　　※修繕費は有料です。
                             対応時間 8:30 ～ 17:00

分担期間 工事店 電話番号
10 月５日（土） 土屋設備 22-6506

10 月６日（日） ㈱外岡組 22-1769
22-1250

10 月 12 日（土） 斉藤住設 22-7245

10 月 13 日（日） ㈲渡辺住宅設備 27-1300

10 月 14 日（月・祝）ヤマト設備工業㈱ 23-3570

10 月 19 日（土） 須原設備 28-1161

10 月 20 日（日） 杉本設備工業㈱ 22-3040

10 月 26 日（土） ㈲菊地ポンプ商会 22-1085

10 月 27 日（日） 土屋設備 22-6506

11 月２日（土） ㈱外岡組 22-1769
22-1250

11 月３日（日） 斉藤住設 22-7245

11 月４日（月・祝）㈲渡辺住宅設備 27-1300

子育て支援ネットワーク通信
問合せ先　子育て支援ネットワーク事務局　☎㉒２２１６

●「下田わくわくパークこれば！」（福祉事務所☎㉒２２１６）
　日　時：11 月９日（土）10:00 ～ 15:00
　場　所：市民スポーツセンター（サンワーク下田）体育館

●ひよこサロン（未就学児と保護者の遊びと交流の場です）
　参加費 :無料　　主　催 :社会福祉協議会　☎㉒３２９４
　日　時 :11 月 21 日（木）10:00 ～ 12:00
　場　所 :道の駅「開国下田みなと」４階会議室３

市公式
市の魅力的な風景や住んでいるからこそわかる
スポットの画像を発信していきます。

下
田
市

下
田
市

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
サ
ー
ビ
ス

（インスタグラム）

Instagram

市民保健課市民係（東本郷庁舎窓口②）☎㉒２２１５

　

異
常
な
暑
さ
の
夏
が
終
わ
り
、

過
ご
し
や
す
い
気
候
に
な
り
ま
し

た
。
ケ
ー
キ
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、

ど
ら
焼
き
に
お
ま
ん
じ
ゅ
う
な

ど
、
つ
い
食
べ
て
し
ま
う
「
食
欲

の
秋
」。
食
べ
過
ぎ
る
と
肥
満
や

生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
上
手
に
間
食
を
摂

る
こ
と
で
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
、
集
中
力
が
ア
ッ
プ
す
る
、

暴
飲
暴
食
を
防
ぐ
な
ど
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今

回
は
間
食
の
摂
り
方
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

食
べ
る
量
の
工
夫

　

１
日
あ
た
り
２
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ

程
度
（
１
日
の
摂
取
カ
ロ
リ
ー
の

10
％
）
が
適
量
と
な
り
ま
す
。
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
栄
養
成
分
表
示
を
確

認
し
て
量
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

食
べ
る
時
間
の
工
夫

　

午
後
３
時
前
後
が
お
す
す
め
で

す
。
こ
の
時
間
帯
は
食
事
の
間
隔

が
空
き
や
す
い
昼
食
と
夕
食
の
間

に
な
る
の
で
、
夕
食
の
摂
り
過
ぎ

の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

私
た
ち
の
身
体
は
午
後
10
時
か
ら

午
前
２
時
ま
で
脂
肪
を
体
に
取
り

込
む
働
き
が
活
発
に
な
る
た
め
、

そ
の
時
間
に
間
食
を
摂
る
と
余
分

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
体
脂
肪
と
し
て

蓄
積
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
逆

に
、
朝
６
時
か
ら
午
後
３
時
頃
ま

で
は
そ
の
働
き
が
緩
や
か
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

選
び
方
の
工
夫

　

間
食
に
は
補
食
と
し
て
の
役
目

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
１
日
３
回

の
食
事
で
摂
り
き
れ
な
い
栄
養
素

を
間
食
で
補
う
食
べ
方
で
す
。
日

本
人
に
不
足
し
が
ち
な
ビ
タ
ミ

ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
食
物
繊
維
な

ど
、
日
頃
の
食
生
活
で
不
足
し
て

い
る
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
お
す
す
め
の
間
食
と
し

て
は
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
シ

リ
ア
ル
、
さ
つ
ま
い
も
、
果
物
、

ナ
ッ
ツ
類
な
ど
で
す
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

間
食
に
つ
い
て

　
　

管
理
栄
養
士　

梅
原　

賢
治

10/27～11/９は

読書週間です。

　読書週間は、読書の

普及を目的としていま

す。図書館では、おすす

めの本を特集コーナーで

ご紹介しています。

今年の標語

「この一行に
逢いにきた」



　

広
報

し
も

だ
　

令
和

６
年

10
月

４
日

発
行

　
毎

月
１

回
発

行
　

下
田

市
役

所

みなさんのお宅のアイドルを募集しております。
市役所へどしどしお寄せください！

問合せ先　企画課秘書広報係（河内庁舎２階）　☎㉒２２１２

須崎にお住いの

 　佐
さ さ き

々木　達
た つ や

也さん・裕
ゆ り あ

莉愛さんの

    長 男　唯
ゆ い と

斗くん （３歳３か月）

　おしゃべり大好きゆいとくん！変顔も得意！

　まだまだ甘えることも多いけど

　自分でできることが増えてきました！

　毎日笑って楽しくおおきくなるぞ～

〒
415-0011 下

田
市
河
内

101-1　
☎
 (22) 2212

～公共交通利用促進キャンペーン第２弾～～公共交通利用促進キャンペーン第２弾～

　私たちの生活に欠かすことのできない、鉄道、バス、タクシーなどの公共交通ですが、クルマ中

心の生活の広まりや人口減少などにより、利用者は年々減少しています。

　また、人件費や燃料費の高騰、車両整備などの維持管理コストの増大により、厳しい運用状況が

続いています。

　そのような状況下において、公共交通を市民の生活基盤を支える重要な社会インフラとして捉え、地域で

育てていく持続可能な公共交通サービスを実現するため、第２弾となる、公共交通利用促進券を配布します。

この機会に是非、身近な公共交通を普段の外出やお出かけにご利用ください。

観光で来たけど、不便だなぁ

免許返納したら、買い物の足がない

もしも公共交通が無くなってしまったら・・・？

※右の券を切り取って運転手にお渡しください。

※下田市内発着に限り利用できます。

※利用にあたっておつりは支払われません。　

※本券をコピーしての利用はできません。

※定期券・回数券の購入には利用できません。

路線バス路線バス

タクシータクシー

問合せ先　建設課都市住宅係（河内庁舎３階）　☎㉒２２１９問合せ先　建設課都市住宅係（河内庁舎３階）　☎㉒２２１９

利
用
方
法

～公共交通利用促進キャンペーン第２弾～

有効期限：有効期限：令和６年12月３1日令和６年12月３1日（火）（火）まで有効まで有効
公共交通利用促進券：２００円分

１回１枚限り有効
●利用できる公共交通機関
東海バス／いず東海タクシー／栄協／ヒフミタクシー

※現金との併用可


